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地域課題解決マッチング事業 

 アイデア募集要項 

 

 

１ 事業の目的  

市民自らが、テクノロジーを活用して、自らの望む社会を創り上げるために地域課題を解

決する取り組みや考え方をシビックテック（Civic（市民）とTech（テクノロジー）をかけあ

わせた造語）といいます。 

金沢市が抱える地域課題を探り出し、地域課題をＩＣＴの力で解決するシビックテック活

動を、本事業を通して支援し、その周知と推進を図ることを目的とします。 

 

２ 募集するアイデア 

 （１）募集内容 

先に募集した地域課題（お困りごと）の選定を行い、以下の８課題に決定いたしました。 

以下の地域課題をＩＣＴの活用によって解決するアイデアを募集します。 

※以下の８つの地域課題の中からひとつ選択し、解決するアイデアを企画書にまとめて

提出してください。（おひとりでいくつ提案していただいても結構です。） 

 

  ①おしらせの紙を管理したい！ 

学校、保育園、町会、その他様々な機関からのおたよりについて、種類や量が多く管理

が大変です。それら全てをすぐにネット配信に移行するのは、現実的に難しいと思いま

す。書類の管理の手間が省けるようにいろいろな様式の書類を一元管理ができるアプリ

がほしい。 

 

  ②金沢市地域包括支援センターのエリア検索を簡単に！ 

 市内に19か所とブランチ２か所ある金沢市地域包括支援センターは住所地によって担

当エリアが決まっているが、校区ベースに割り当てているため市民目線からは、ある地

域の担当地域包括支援センターがどこなのかわかりにくい。調べたい住所を入力したら

担当地域包括支援センターがわかる検索機能がほしい。 

 

■地域課題解決につながったシビックテックの取り組み事例 
〇ゴミナシ（5374.jp） 

   シンプルな画面でゴミの収集日がひと目でわかるアプリ 
〇さっぽろ保育園マップ 
 地図に札幌市内の保育園・幼稚園の様々な情報を表示できるサイト 
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   ③工事情報を知って渋滞を避けたい！ 

通勤時のいつもの道がまさかの渋滞。想定を超えた時間がかかってしまう。あらかじめ

工事情報がわかれば別ルートからも行けるはず！ 

 

   ④避難所の「避難者カード」を電子化したい！ 

災害が発生した際、避難所に来られた方には紙に印刷された「避難者カード」を記入頂

き、そのカードによって人数の把握やその他、例えば「既往歴」や「妊娠をされている」

などの情報を把握し、避難所運営に役立てる計画にしている。しかし、最終的な集計に

時間がかかるほか、混乱した受付の状況で正確な記入ができるかどうかが問題として生

じる可能性がある。そのため、電子データで保持し運用できる仕組みにしたい。 

 

   ⑤公共交通機関の混雑具合を知りたい！ 

公共交通機関の混雑具合を知って、コロナ禍でもある程度安心して出掛けたい。 

 

   ⑥地域の見守り活動で使用する紙の地図や記録票を電子化したい！ 

民生委員・まちぐるみ福祉活動推進員による地域の見守り活動において、紙媒体の地図・

記録票を用いていることから、情報共有・更新に関する不便さの声が挙がっている。 

例えば情報共有を図る場合、紙の地図のコピーが必要であることや、対象者の情報更新

時に情報の印であるシールを剥がしたり、塗りつぶす等の手間が生じていることが挙げ

られる。紙媒体のため、共有方法の不便さと随時更新の難しさが主要な困り感につなが

っている。 

また、地域防災の観点では、災害時避難行動要支援者マップを有効活用させることも課

題である。現状は民生委員と町会長や防災士等が紙の地図を共有しているが、町会長が

定期的に変わる状況を鑑みても、更新時の手間があることや非常時に確認したい場合の

確実性が担保できない等、有用性に疑問が生じている。 

こうした背景から、見守り活動のさらなる効率化と、避難行動要支援者マップの利便性

向上が課題となっており、両課題解決にあたり、地域にまつわる各種情報を地図上に電

子データとして記録・共有できるアプリの開発を求めている。民生委員や町会長等のユ

ーザー間で記録・共有できるようなサービスを希望する。 
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   ⑦コロナ禍で生まれた新しい生活様式のもと、地域のつながりの希薄化を防ぎたい。 

感染症が拡大した場合でも、安心して実施できる町会活動の提案及び機会の提供等 

※金沢市ではすでに電子回覧板アプリや町会HPを導入する際の費用の補助は行ってい

ます。 

 

   ⑧経済活動を復活させたい！ 

「ウィズコロナ」の時代における、「新しい生活様式」に基づいた商業活動を市内の宿泊

業や飲食業、商店街などに浸透させ、安心して宿泊や買い物等ができるようにしたい。 

 

 （２）募集条件 

ＩＣＴを活用した地域課題の解決につながるアイデアであること。 

 

（３）応募者 

年齢・居住地とも問いません。（金沢市外在住の方も応募できます。） 

 

（４）アイデア募集期間 

令和２年９月１０日(木) ～ ９月３０日(水) 

 

（５）地域課題の詳細について 

     地域課題の内容についてご不明な点がございましたら事務局までご連絡ください。事

務局側から課題提出者の方へ問い合わせた後、ご回答いたします。 

 

（６）アイデアの選定 

     ご応募いただいたアイデアの中から数点を選定します。選出者様には、メールにてご

連絡いたします。 

 

（７）マッチングイベントでのプレゼンテーションの参加について 

     今後、応募いただいたアイデアが選出された場合、マッチングイベントでアイデアを

プレゼンテーションしていただくことになります。是非ご参加お願いいたします。 

※プレゼンテーション実施の謝礼金として１万円をお支払いいたします。 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

マッチングイベント開催日時・場所 

 

日時：令和 2年 10 月 29 日（木） 19 時 00 分～21 時 00 分（予定） 

場所：ＩＴビジネスプラザ武蔵 6階 交流室１ 

（金沢市武蔵町 14番 31 号） 
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３ 事業概要 

 （１）事業の全体流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 課題（お困りごと）募集  

・市民や行政に対して具体的な課題（お困りごと）を募集する。 

・課題のテーマは決めず、具体的な事案を募集し、事務局が課題を数点選定する。 

 

 

② アイデア募集  

・①で選定した課題をＨＰ等で公開し、ＩＣＴを活用し課題解決するアイデアを募集する。  

・アイデア提案書（企画書）を提出してもらう。 

 

 

③ アイデアの選定および作り手の募集 

・②で集まったアイデアから数点選定する。（委員選定） 

・アイデアを実際に構築できる“作り手”（プログラマー）の参加を募集する。 

※プログラムは原則、オープンソースとする。 

 

 

④ マッチングイベントの実施 

・アイデア保持者が作り手に向けて公開プレゼンテーションを実施する。 

 - マッチングタイム（アイデア保持者用のブースを設置） 

 - 作り手はブースを回って、プレゼンだけではわからない部分をもっと掘り下げて聞いた

り、作り手側のアピールをする。 

  - 手上げ方式でチームを決定 

・作り手が複数いる場合、アイデア保持者がどちらと組むかを決定する。 

・プレゼンテーション実施者（アイデア保持者）には謝礼金（１万円程度）用意 

 

 

⑤  チームで企画のブラッシュアップ 

・ブラッシュアップしたものを企画書としてまとめ、事務局に提出してもらう。 

・企画書に必要経費欄（開発費・運用経費）を設け、経費は支援の金額を決定する際の参考に

する。 

地域課題 
（お困りごと）募集 

アイデア募集 

【マッチングイベント】 

作り手募集 

支援の決定 
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⑥  支援の可否判定 

・協議会委員が支援の可否を判定する。 

※行政課題に対する解決アプリ（システム）については、担当課とも協議 

 

 

⑦  開発支援 

・毎年度の協議会からの支援額の上限は50万円とする。 

・支援先は、1～2チーム程度にする。 

・次年度以降の継続的な支援のため、毎年度チームの活動報告（簡易的書類）を提出してもら

い、メンタリングを実施。 

 

（２）支援金について 

   ※アイデア募集の段階での支援金はありません。 

     課題募集⇒アイデア募集⇒作り手募集（マッチングイベント）⇒支援の可否を判定し、

１～２チームを選定します。選ばれたチームに対して合計で上限50万円を支援します。 

  

４ 応募方法 

（１）提出方法 

  下記のいずれかの方法で提出してください。 

  ①電子申請 

以下にアクセスしてご利用ください。 

https://s-kantan.jp/city-kanazawa-ishikawa-u/offer/

offerList_detail.action?tempSeq=242 

 

  ②電子メール 

   ICT活用推進室宛て：ict@city.kanazawa.lg.jp 

    ※添付ファイルのサイズが15MB以上の場合は利用できません。 

 

  ③郵送 

  〒920-8577 石川県金沢市広坂１丁目１番１号 

金沢市情報政策課ICT活用推進室内「金沢シビックテック推進協議会事務局」 

    ※電子データについては、CD等の記録媒体に納めて郵送してください。 

   

 

（２）提出する書類 

  ①応募申込書 ： 紙ベースもしくは電子データ 

  ②企画書   ： 電子データ 
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   ※企画書の様式や記載事項などは指定した事項を除いて自由です。 

   ※こちらからダウンロードしてください。 

https://www4.city.kanazawa.lg.jp/11010/civic-tech/matching.html 

 

 

 

 

 

 

５ 事業全体スケジュール（予定） 

日時等 内 容 

７月３０日(木) 

～８月２６日(水) 

９月上旬 

課題募集 

 

課題の決定 

９月１０日(木) 

～９月３０日(水) 

１０月上旬 

アイデア募集 

 

アイデアの決定 

１０月  作り手募集 

１０月２９日（木）  マッチングイベント開催 

１１月～１２月  作り手の募集＆アイデアのブラッシュアップ 

１月 支援の可否の判断、支援決定 

 

 

６ 注意事項 

（１）応募に当たって提供される個人情報及び事業者連絡先情報等は、本事業の運営に使用

される場合があります。 

（２）本事業の実施、内容、スケジュールその他について、予告なく中止又は停止する場合が

あります。 

 

 
【応募先及び問い合わせ先】 

 〒920-8577 石川県金沢市広坂１丁目１番１号 

金沢市情報政策課ICT活用推進室内「金沢シビックテック推進協議会事務局」 

  TEL：076-220-2014   FAX：076- 260-7191 
  Email：ict@city.kanazawa.lg.jp 


